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企業を育て地域を伸ばす！
会報「ニュー阿南」は、会員企業および官公庁、全国主要会議所等に郵送しています。会員以外で購読をご希望の方は阿南商工会議所までご連絡ください。

プロフィール
羽尻利門（はじりとしかど）　阿南市見能林町在住 1980年生まれ
兵庫県出身。 絵本画家・イラストレーター。 絵本に「あいつとぼく」

（作・辻村ノリアキ）、  「二十四節気のえほん」（文・西田めい、ともに
PHP研究所）、 「やめろ、スカタン！」（作・くすのきしげのり）、小学
館）、 幼年童話に「走れ！みらいのエースストライカー」（作・吉野万
里子、講談社）ほか多数。日本児童出版美術家連盟会員。
ホームページ ： http://hajiritoshikado.com/
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立夏が過ぎ、木々の緑がよりいっそう深く色づき始めていますね。

今回は、新野町の轟神社境内にある、クスの群生をモデルに描きました。

初夏の風が木々の葉をゆらす音は、心をとても落ち着かせてくれます。

樹齢750年以上といわれる大樹に、自然の優しさと力強さを感じました。

鎮 守 の 杜
ふるさとスケッチ No.38 羽尻利門 （イラスト・文）
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主
な
取
組
み
と
具
体
的
事
業

①
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
・
津
波
に
対
す
る
中
小
企

業
の
減
災
対
策

●
沿
岸
線
に
立
地
す
る
事
業
所
の
為
の
高
台
移
転
策

●
会
員
事
業
所
の
事
業
継
続
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
策
支
援

②
地
域
新
医
療
施
設
の
整
備
要
望
活
動
の
推
進

●
阿
南
市
及
び
関
係
機
関
と
の
連
携
に
よ
り
要
望

活
動
の
推
進

●
阿
南
市
地
域
医
療
確
立
対
策
協
議
会
の
運
営

③
高
速
道
路
等
の
建
設
促
進
要
望
活
動
の
推
進

●
四
国
横
断
自
動
車
道
・
阿
南
安
芸
自
動
車
道
の

早
期
完
成
の
た
め
、
阿
南
市
及
び
関
係
団
体
と

連
携
し
て
要
望
活
動
を
推
進

●
阿
南
市
高
規
格
道
路
建
設
促
進
期
成
同
盟
会
の

運
営

④
那
賀
川
水
資
源
確
保
対
策
の
要
望
活
動
の
推
進

●
長
安
口
ダ
ム
改
造
事
業
の
早
期
完
成
及
び
事
業

予
算
の
確
保
に
対
す
る
要
望
（
他
団
体
と
連
携

し
て
推
進
）

●
水
環
境
研
究
会
の
開
催

●
会
報
「
ニ
ュ
ー
阿
南
・
水
も
の
が
た
り
」
掲
載

に
よ
る
地
域
へ
の
Ｐ
Ｒ
活
動

●
那
賀
川
渇
水
対
策
協
議
会
の
運
営

⑤
旧
新
浜
造
船
所
跡
地
の
開
発
提
言

●
跡
地
の
具
体
的
開
発
計
画
に
つ
い
て
、
調
査
・

研
究
し
阿
南
市
に
提
言

⑥
部
会
活
動
の
推
進

【
商
業
部
会
】

●
正
副
部
会
長
の
月
1
回
の
定
例
会
開
催
及
び
分

科
会
で
の
専
門
組
織
化

●
振
興
分
科
会

ⓐ
商
業
支
援
の
た
め
の
お
店
Ｐ
Ｒ
雑
誌
発
行

ⓑ
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の
参
画
・
提
言

●
交
流
分
科
会

ⓐ
商
業
視
察
研
修
及
び
親
睦
旅
行
の
実
施

ⓑ
阿
南
市
合
同
歳
末
大
売
出
し
企
画
・
実
施

●
研
修
分
科
会

ⓐ
商
業
関
係
の
講
演
勉
強
会
の
開
催

ⓑ
各
種
研
修
勉
強
会
の
開
催

●
増
強
分
科
会

ⓐ
会
員
拡
大
の
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り
と
会
員

拡
大
の
取
組

ⓑ
阿
南
で
一
番
大
切
に
し
た
い
会
社
大
賞
企
画

認
定
・
認
定
・
表
彰

【
工
業
部
会
】

●
定
例
会
開
催
に
向
け
た
正
副
部
会
長
会
議
の
開
催

●
部
会
員
の
連
携
・
親
睦
及
び
交
流
の
推
進

●
部
会
活
性
化
に
向
け
た
組
織
等
の
仕
組
み
を
検
討

●
部
会
、
委
員
会
間
の
連
携
連
絡
調
整
と
女
性
会

及
び
青
年
部
と
の
協
調

●
Ｉ
Ｔ
等
実
践
に
役
立
つ
研
修
会
の
開
催

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の
参
画
提
言

【
交
通
部
会
】

●
観
光
・
物
流
に
関
す
る
行
政
へ
の
提
言
・
助
言

と
そ
れ
に
伴
う
事
業
の
実
施

●
後
継
者
及
び
人
材
の
育
成
に
伴
う
事
業

●
部
会
員
の
増
強

●
会
員
相
互
の
親
睦
と
交
流
に
伴
う
事
業

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の
参
画
提
言

●
部
会
員
の
親
睦
及
び
交
流
の
推
進

●
ふ
な
ど
こ
ろ
阿
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
へ
の
参
画

●
部
会
の
活
性
化

【
建
設
部
会
】

●
建
設
産
業
に
お
け
る
労
働
力
確
保

●
エ
コ
ノ
ミ
ッ
ク
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
研
究
と
中
小
企

業
振
興
基
本
条
例
へ
の
取
り
組
み

●
阿
南
市
都
市
計
画
見
直
し
へ
の
提
言

●
市
内
イ
ン
フ
ラ
整
備
提
言

●
住
宅
整
備
促
進
研
究
と
提
言

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の
参
画
提
言

【
サ
ー
ビ
ス
部
会
】

●
受
注
に
関
す
る
情
報
の
共
有
（
部
会
員
へ
の
情

報
提
供
）

●
阿
南
医
療
セ
ン
タ
ー
・
JR
阿
南
駅
・
阿
南
市
役

所
新
庁
舎
を
核
と
し
た
交
流
人
口
の
増
加
の
調

査
研
究
を
実
施

●
会
員
企
業
並
び
に
そ
こ
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
の
資

質
向
上
を
目
的
と
し
た
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施

●
新
卒
者
求
人
・
中
途
採
用
者
求
人
の
効
率
を
高

め
る
施
策
の
調
査
研
究
を
実
施

●
各
部
会
・
委
員
会
と
連
携
し
て
効
率
的
な
深
い

活
動
を
実
施

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の
参
画
提
言

【
金
融
部
会
】

●
金
融
部
会
の
定
例
会
開
催

●
部
会
員
増
強

●
講
演
会
・
研
究
会
・
講
習
会
の
開
催

●
金
融
相
談
指
導
事
業

●
経
営
安
定
セ
ミ
ナ
ー
開
催

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
へ
の
参
画
提
言

⑦
委
員
会
活
動
の
推
進

【
運
営
委
員
会
】

●
通
年
会
議
所
活
動
の
課
題
検
証
と
優
秀
会
議
所

活
動
の
調
査
研
究

●
部
会
活
動
（
商
業
・
工
業
・
交
通
・
建
設
・
サ
ー

ビ
ス
・
金
融
）
活
性
化
の
支
援

●
委
員
会
活
動
（
若
者
定
住
促
進
・
地
域
防
災
・

観
光
振
興
対
策
委
員
会
）
活
性
化
の
支
援

●
部
会
・
委
員
会
間
の
連
携
連
絡
調
整
と
女
性
部

会
及
び
青
年
部
会
と
の
協
調

●
三
役
会
へ
会
議
所
運
営
に
つ
い
て
の
意
見
具
申

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
の
勉
強
会
の
開
催
と

振
興
案
の
要
望
提
言

●
新
任
役
員
・
議
員
研
修
会
の
開
催

●
会
員
増
強
の
実
施

●
そ
の
他
会
議
所
活
動
全
般
の
提
案
や
連
絡
調
整

【
若
者
定
住
促
進
委
員
会
】

●
子
育
て
世
代
及
び
独
身（
子
育
て
世
代
と
な
る
）

女
性
が
望
む
施
策
の
調
査
研
究

●
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
が
若
者
定
住
に
繋
が

る
よ
う
調
査
研
究

●
阿
南
市
長
を
本
部
長
と
す
る
若
者
定
住
戦
略
本

部
設
置
を
実
現
す
る
調
査
研
究

●
大
阪
大
学
大
学
院
研
究
生
の
研
究
発
表
へ
の
意

見
具
申

●
大
阪
大
学
大
学
院
・
阿
南
市
と
の
産
官
学
の
協

働
研
究
（
定
期
借
地
若
者
住
宅
団
地
等
）

●
調
査
研
究
成
果
の
常
議
員
会
で
の
報
告
及
び
意

見
具
申

【
地
域
防
災
委
員
会
】

●
考
え
ら
れ
る
自
然
災
害
に
対
し
て
リ
ス
ク
ア
セ

ス
メ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
調
査
研
究

　
平
成
29
年
３
月
29
日
㈬
ロ
イ
ヤ
ル
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ

ル
で
開
催
さ
れ
、
役
員
議
員
60
名（
委
任
状
を
含
む
）

が
出
席
。
平
成
29
年
度
事
業
計
画
（
案
）
及
び
収
支

予
算
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
何
れ
も
原
案
通
り
可
決

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
総
会
後
に
は
、
阿
南
市
特
定
事

業
部
理
事
　
黒
木
賢
二
郎
氏
に
よ
る
徳
島
県
南
部
地

域
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
現
状
と
推
進
に
つ
い
て
の
特

別
講
演
、
ま
た
、
日
本
商
工
会
議
所
総
務
部
長
　
山

内
清
行
氏
に
よ
る
商
工
会
議
所
議
員
と
し
て
の
役
割

や
活
動
に
つ
い
て
の
研
修
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

事
業
計
画
・
収
支
予
算
を
承
認

平
成
29
年
度

第
96
回 

通
常
議
員
総
会

阿南市特定事業部 黒木賢二郎理事日本商工会議所 山内清行総務部長

阿南商工会議所 平尾勲雄会頭
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●
自
然
災
害
発
生
時
の
商
工
会
議
所
と
商
工
業
者

と
の
連
携
方
法
の
調
査
研
究

●
阿
南
市
と
の
意
見
交
換
や
復
興
・
復
旧
の
た
め

の
調
査
研
究

●
過
去
の
自
然
災
害
に
対
す
る
復
興
過
程
・
対
応

策
の
調
査
研
究

●
常
議
員
会
等
で
の
調
査
研
究
結
果
の
情
報
提
供

お
よ
び
提
案

【
観
光
振
興
対
策
委
員
会
】

●
観
光
資
源
の
各
ジ
ャ
ン
ル
毎
の
情
報
整
理

●
観
光
先
進
地
の
実
地
調
査
と
研
究

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
情
報
端
末
を
使
っ
た
観
光

情
報
発
信

●
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
調
査
研
究

●
阿
南
市
観
光
協
会
の
改
革

⑧
商
工
業
の
活
性
化
と
観
光
及
び
地
域
の
振
興
事
業

【
商
業
関
係
】

●
阿
南
光
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
推
進
（
観
光
及

び
地
域
振
興
事
業
に
も
関
連
）

●
商
店
街
環
境
整
備
事
業
へ
の
支
援
と
活
性
化

●
阿
南
市
合
同
歳
末
大
売
出
し
の
実
施

●「
ま
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
の
開
催

●「
活
竹
祭
」
の
開
催
支
援

【
工
業
関
係
】

●
技
術
研
修
会
の
開
催

●
業
種
別
診
断
指
導
の
実
施

●
新
技
術
・
新
商
品
開
発
の
支
援

●
後
継
者
グ
ル
ー
プ
の
支
援

●
教
育
機
関
（
高
校
・
高
専
・
大
学
）
と
の
連
携

強
化

【
観
光
及
び
地
域
振
興
関
係
】

●
特
産
品
を
活
用
し
た
伝
統
工
芸
の
後
継
者
育
成

●
特
産
品
の
竹
を
使
っ
た
新
た
な
土
産
品
と
し
て

の
試
作
・
研
究

●
阿
南
の
夏
ま
つ
り
事
業
の
推
進

●
阿
南
市
阿
波
お
ど
り
振
興
事
業
の
推
進

●
野
球
の
ま
ち
阿
南
の
推
進

●
新
た
な
観
光
資
源
の
発
掘
・
創
出
事
業

●
観
光
土
産
物
の
開
発
事
業

●
阿
南
市
観
光
協
会
へ
の
協
力

●
Ａ
Ｍ
Ａ
地
域
連
携
推
進
協
議
会
へ
の
事
業
協
力

●
各
種
観
光
事
業
の
主
催
及
び
後
援

●「
四
国
の
右
下
・
魅
力
倍
増
」
推
進
会
議
事
業

の
支
援

⑨
情
報
化
へ
の
対
応
と
推
進

●
Ｉ
Ｔ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
推
進

●
電
光
掲
示
板
に
よ
る
各
種
情
報
の
発
信
事
業

●
会
報
「
ニ
ュ
ー
阿
南
」
の
発
行

⑩
労
働
対
策
事
業

●
阿
南
地
域
の
企
業
に
勤
務
す
る
若
者
に
対
す
る

定
住
対
策

●
就
労
者
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
支
援
（
各
種
検
定
の

実
施　

簿
記
・
日
商
Ｐ
Ｃ
・
福
祉
住
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
等
）

●
優
良
従
業
員
表
彰
の
実
施

●
新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会
及
研
修
会
の
開
催

⑪
地
場
企
業
の
経
営
安
定
と
地
域
産
業
の
振
興
事
業

●
就
職
相
談
会
・
合
同
就
職
面
談
会
等
の
雇
用
対

策
支
援
事
業

●
阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
生
並
び
に
市
内
高
等

学
校
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
支
援
事
業

●
健
康
経
営
の
普
及
推
進
事
業

●
経
営
安
定
の
特
別
相
談
室
に
関
す
る
指
導
事
業

●
経
営
動
向
の
把
握
と
情
報
の
提
供

●
中
小
企
業
倒
産
防
止
共
済
制
度
の
普
及

●
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
加
入
促
進

●
マ
ル
経
資
金
他
各
種
融
資
制
度
の
有
効
活
用

●
経
営
相
談
・
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
経
営
診
断
事
業
の

充
実

⑫
創
業
者
支
援
事
業
の
推
進

●
創
業
支
援
相
談
窓
口
の
設
置

●
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
及
び
、
体
系
的
な
創
業
塾

の
開
催

●
創
業
事
業
者
の
補
助
金
申
請
手
続
き
支
援

●
金
融
あ
っ
せ
ん
相
談
指
導
の
実
施

⑬
女
性
会
・
青
年
部
活
動
支
援
と
連
携
強
化

⑭
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活
用
事
業

⑮
組
織
・
財
政
基
盤
の
強
化

●
運
営
委
員
会
会
員
増
強
分
科
会
で
の
会
員
増
強

推
進

●
会
員
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
充
実

⑯
会
員
事
業
所
に
対
す
る
経
営
・
経
理
・
税
務
・
金

融
等
の
相
談
指
導
体
制
の
充
実

⑰
職
員
の
資
質
向
上
と
事
務
局
体
制
の
強
化

中
小
企
業
相
談
所
事
業
計
画

①
商
業
振
興
事
業

●「
ま
ち
の
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」
事
業
の
実
施

●
中
心
市
街
地
の
活
性
化
策
に
つ
い
て
の
調
査
研

究
と
、
市
内
商
店
街
の
活
性
化
支
援
事
業

●
商
店
街
空
店
舗
対
策
支
援

●
阿
南
光
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
の
支
援

●
商
店
街
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
づ
く
り
・
運
営
に
つ

い
て
支
援

●
阿
南
市
合
同
歳
末
大
売
出
し
の
実
施

●
街
づ
く
り
・
地
域
お
こ
し
研
究
会
・
講
習
会
の

開
催

●
各
商
店
街
の
街
づ
く
り
事
業
へ
の
協
力
、
支
援

●
各
商
店
街
の
シ
ー
ル
事
業
へ
の
協
力
、
支
援

●
店
舗
共
同
化
事
業
・
商
店
街
活
性
化
手
法
の
研

究
、
事
業
化
へ
の
組
織
づ
く
り
指
導
の
実
施

●
店
舗
経
営
改
善
支
援

②
工
業
振
興
事
業

●
工
場
巡
回
・
集
合
及
び
個
別
指
導

●
専
門
家
派
遣
事
業
に
よ
る
経
営
診
断
指
導

●
知
的
財
産
権
に
関
す
る
相
談
指
導

●
技
術
改
善
・
開
発
に
関
す
る
相
談
指
導

●
販
路
開
拓
の
為
の
商
談
会
の
相
談
指
導

●
製
造
物
責
任
法
（
Ｐ
Ｌ
法
）
対
応
に
関
す
る
相

談
指
導
の
実
施

●
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
証
取
得
に
関
す
る
講
習
会
・
研
究
会

の
開
催

●
経
済
講
演
会
・
経
営
講
習
会
等
の
開
催

●
新
入
社
員
・
中
堅
社
員
・
営
業
マ
ン
研
修
講
座

の
開
催

●
個
別
企
業
の
経
営
財
務
診
断
の
実
施

●
事
業
経
営
計
画
（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）
事
例
研
究
及
び
導

入
研
究
会
の
開
催

●
各
種
助
成
制
度
活
用
に
関
す
る
説
明
会
、
研
究

会
の
開
催

③
金
融
相
談
指
導
事
業
と
し
て
各
種
制
度
融
資
の
利

用
斡
旋
（
国
・
県
・
政
府
系
金
融
機
関
の
貸
付
制

度
を
活
用
し
た
長
期
・
低
金
利
融
資
の
斡
旋
）

④
経
営
安
定
特
別
相
談
事
業
と
し
て
専
門
的
個
別
相

談
指
導
及
び
講
習
会
の
実
施

⑤
労
働
対
策
支
援
事
業

●
合
同
就
職
面
談
会
の
開
催

●
従
業
員
の
健
康
維
持
・
増
進
に
取
り
組
む
企
業

の
周
知
及
び
支
援

⑥「
四
国
の
右
下
・
魅
力
倍
増
」
推
進
会
議
と
の
連

携
事
業

⑦
観
光
土
産
物
開
発
支
援
事
業

⑧
モ
バ
イ
ル
戦
略
支
援
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
情

報
交
流
事
業

⑨
創
業
・
経
営
革
新
支
援
事
業
と
し
て
創
業
支
援
相

談
窓
口
の
設
置

⑩
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
総
合

支
援
事
業

⑪
事
業
承
継
・
事
業
再
生
支
援
事
業

⑫
阿
南
市
商
工
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
活
用
事
業
に
よ

る
市
内
商
工
業
の
振
興

⑬
個
人
情
報
保
護
法
対
応
事
業

⑭
産
業
廃
棄
物
処
理
関
連
法
・
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク

ル
法
・
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
応
事
業

⑮
消
費
税
対
応
事
業
（
消
費
税
軽
減
税
率
対
策
窓
口

相
談
等
事
業
）

⑯
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
活
用
に
関
す
る
事
業

⑰
総
合
的
な
相
談
所
事
業

●
地
域
改
善
対
策
事
業
の
推
進

●
社
会
保
険
・
労
働
保
険
事
務
手
続
指
導
及
び
事

務
代
行

●
小
規
模
企
業
共
済
制
度
の
加
入
促
進

●
ポ
ス
タ
ー
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
の
作
成
配
布
に

よ
る
情
報
・
資
料
提
供

●
電
光
掲
示
板
を
活
用
し
た
各
種
情
報
の
提
供

●
中
小
企
業
景
況
調
査
等
各
種
調
査
研
究
の
実
施

●
中
小
企
業
基
盤
整
備
機
構
研
修
参
加
Ｐ
Ｒ

●
労
働
保
険
事
務
組
合
の
運
営
指
導

●
商
工
会
議
所
女
性
会
・
青
年
部
の
運
営
指
導

●
青
色
申
告
会
の
運
営
指
導

●
そ
の
他
一
般
的
な
相
談
所
事
業

平 成 29 年 度 各 会 計 別 予 算 概 要

一般会計

法定台帳特別会計

中小企業相談所特別会計

会員事業所共済制度特別会計

オフコン特別会計 合　計
１億

538 万円

4,164 万円
（39%）

4,788 万円（45%）

1,242 万円（12%）

282 万円（3%）

62 万円（1%）
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「
ふ
な
ど
こ
ろ
阿
南
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
設
立
！

【
事
業
計
画
】

・
航
海
士
免
許
等
を

取
得
で
き
る
海
上

技
術
短
期
大
学
校

の
徳
島
キ
ャ
ン
パ

ス
を
誘
致

・
免
許
取
得
時
に
活

用
で
き
る
補
助
金

な
ど
の
支
援
を
県

や
市
に
要
望

・
地
元
業
者
へ
の
就

職
を
斡
旋
し
て
定

住
を
促
進

・
小
中
学
校
へ
の
出

前
授
業
を
通
し
て

船
員
の
仕
事
を

Ｐ
Ｒ
等

　平成29年４月20日㈭、阿南市商工業振興センター
におきまして、「ふなどころ阿南まちづくり協議会」設
立総会が関係者約70人の出席で開催され、会長には交
通部会海運分科会長（徳島県内航海運組合阿南支部長）
の杉本敏氏が選任されました。
　協議会は、国内輸送を担う内航海運48社や徳島運輸
支局、阿南市、阿南商工会議所など55団体で構成され、
慢性的な船員不足解消を目的に、航海士や機関士の養成
学校誘致、地元雇用の推進、啓発活動等に取り組み、徳
島の海運を担う船員確保につなげます。

交 通 部 会 活 動商 業 部 会 活 動

掲載希望店舗 募集中
年間２回（10月・４月）10,000部発行　予定

募集締切 ５月末日まで

お問い合わせ先　商業部会事務局　TEL 0884–22–2301

阿南
市を盛

り上げるガイドブックを作ろう!!
あな
たのお

店を紹介・掲載して　　　　　　　　

阿南商工会議所会員の皆様へ
平成 29 年度会費納入を次の通りお願い申し上げます。

★ 銀行振込：５月 31 日水までに振込依頼書でお振込をお願いします。
★ 窓口持参：５月 31 日水までに阿南商工会議所までご持参をお願いします。

口座
振替 ５月31日 に

水 指定の口座から引き
落としさせて頂きます。

商 業 部 会 活 動

主催 / 申込先
阿南商工会議所商業部会　阿南市富岡町今福寺34-4　
TEL：0884-22-2301　FAX：0884-23-5717　E-mail：anancci@anancci.or.jp

参加費

無
料

日
本
で
い
ち
ば
ん

大
切
に
し
た
い
会
社
と
は
？

～
価
値
あ
る
会
社
に
学
ぶ
人
づ
く
り
・
も
の
づ
く
り
～

地
域
経
済
講
演
会
の
ご
案
内

　

阿
南
商
工
会
議
所
で
は
、
講
師
に

「
日
本
で
い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い

会
社
」
の
著
作
で
知
ら
れ
る
坂
本
光

司
教
授
を
お
招
き
し
、
地
域
経
済
講

演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
「
人
を
幸
せ
に
す
る
経
営
」
…
言

葉
に
す
る
こ
と
は
簡
単
で
す
が
、
実

践
す
る
の
は
と
て
も
難
し
い
事
で

す
。
こ
こ
で
い
う
「
人
」
と
は
、
①

従
業
員
と
そ
の
家
族
、
②
外
注
先
・

仕
入
先
、
③
顧
客
、
④
地
域
社
会
、

⑤
株
主
の
５
者
を
差
し
ま
す
。
人
を

幸
せ
に
し
て
い
れ
ば
結
果
的
に
業
績

も
上
が
る
は
ず
で
す
。
そ
ん
な
素
晴

ら
し
い
会
社
を
１
社
で
も
増
や
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
、
今
回
の
講
演

会
を
企
画
し
ま
し
た
。
企
業
経
営
に

関
わ
る
多
く
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

講師

（
講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
）

法
政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研
究

科
教
授
・
法
政
大
学
大
学
院
静
岡

サ
テ
ラ
イ
ト
キ
ャ
ン
パ
ス
長

坂
さか

 本
もと

 光
こう

 司
じ

 氏
法政大学大学院政策創造研究科教授

定員 100名
（先着順）

会場 ホテル石松
阿南市富岡町トノ町113-3
TEL：0884-22-0126

日時

16：00 〜 18：00
７月12日 水
平成 29 年

電
話
応
対
マ
ナ
ー
研
修
会
開
催

日　

時
：
平
成
29
年
６
月
20
日 

㈫

　
　
　
　

14
時
30
分
〜
16
時
30
分

場　

所
：
阿
南
商
工
会
議
所　

研
修
室

締　

切
：
６
月
13
日 

㈫

申
込
先
：
阿
南
商
工
会
議
所

☎
０
８
８
4
ー
22
ー
２
３
０
１

サ
ー
ビ
ス
部
会
・
金
融
部
会
合
同
セ
ミ
ナ
ー

私たちにお任せください。

open@yonepri .com

米崎印刷株式会社
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今
春
学
窓
を
巣
立
ち
、
阿
南
市
内
の
12
会
員
事
業
所
に
就
職
す
る

新
社
会
人
２
６
６
名
の
う
ち
２
３
５
名
が
出
席
し
て
の
激
励
会
が
、

3
月
30
日
㈭
阿
南
市
文
化
会
館
研
修
室
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
１
部
の
激
励
会
で
は
、
主
催
者
を
代
表
し
て
岩
浅
嘉
仁
阿
南
市

長
と
当
所
平
尾
勲
雄
会
頭
か
ら
、
夢
と
希
望
を
胸
に
社
会
人
と
し
て

船
出
し
よ
う
と
し
て
い
る
新
入
社
員
に
対
し
て
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
、

出
席
者
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
徳
島
県
知
事
様
を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
の
方
々
か
ら
も
心

の
こ
も
っ
た
ご
祝
辞
が
あ
り
、
出
席
し
た
新
社
会
人
た
ち
は
一
つ
一

つ
の
言
葉
に
聞
き
入
っ
て
い

ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
、
就
職
者
を

代
表
し
て
、
日
亜
化
学
工
業

㈱
に
就
職
す
る
田
邉
聖
人
さ

ん
よ
り
、「
魅
力
溢
れ
る
阿

南
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼

を
担
う
一
員
と
し
て
誇
り
を

も
ち
、
何
事
に
も
失
敗
を
恐

れ
ず
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
決
意
を
固
め
ま
し
た
。」

と
力
強
い
言
葉
で
謝
辞
を
述

べ
ま
し
た
。

　

第
２
部
の
新
入
社
員
研
修

会
で
は
、
四
国
大
学
短
期
大

学
部
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
科
准
教
授　

加

渡
い
づ
み
氏
に
よ
る
「
社
会

人
と
し
て
の
心
構
え
」
に
つ

い
て
、
こ
れ
か
ら
社
会
人
と

し
て
ス
タ
ー
ト
す
る
就
職
者

に
ふ
さ
わ
し
い
ご
講
演
で
、

出
席
者
は
真
剣
な
ま
な
ざ
し

で
受
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

主
催　

阿
南
市
・
阿
南
商
工
会
議
所
・
那
賀
川
町
商
工
会
・
羽
ノ
浦
町
商
工
会

協
賛　

阿
南
地
区
労
務
改
善
協
会
・
阿
南
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
・
阿
南
南
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
・
阿
南
市
立
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
阿
南
市
就
職
促
進
協
議
会

平
成
28
年
度「
新
規
学
卒
就
職
者
激
励
会
」開
催

新
入
社
員

ガ
ン
バ
レ
！

『商工会議所福祉制度キャンペーン』のお知らせ

南四国支社徳島営業所

ベストウイズクラブでは、「福祉制度キャンペーン」を４月 17 日

～６月 30 日に実施いたします。本キャンペーンは『商工会議所

福祉制度』を会員の皆様にご理解いただき、会員事業所の福祉向

上にお役立ていただくことを主な目的としています。

『商工会議所福祉制度』は、経営者・役員の皆様の保障や退職金

準備他、入院・介護・老後に備えた様々な保障ニーズにお応え

するものです。

商工会議所職員とアクサ生命保険株式会社の担当社員がお伺い

した際には、是非ご協力いただきますようお願い申しあげます。

※「ベストウイズクラブ」は、商工会議所共済制度・福祉制度の普及・推進を目的とし全
国各地の商工会議所およびアクサ生命保険株式会社により運営されている組織です。

TEL：088-625-8679　FAX：088-655-1356

岩浅嘉仁阿南市長から記念品贈呈新入社員研修の講師 加渡いづみ 氏

只 今 、会 員 募 集 中!!

『 協 調・順 応・育 む 力 』
女性の特性を活かし、小さなことでも継続することを
目標に、今年も地域を盛り上げ、元気に頑張ります。
●入会条件：商工会議所会員事業所の女性経営者・経

営者夫人・女性管理職等で、本会の主旨に賛同する方。
●年会費：5,000 円

阿南商工会議所女性会事務局（担当：野村）
TEL：22-2301　FAX：23-5717お問い合わせ・入会申込

女 性 会

阿南商工会議所青年部事務局（担当：羽田）
TEL：22-2301　FAX：23-5717お問い合わせ・入会申込

青 年 部
今の自分をちょっと変えてみませんか！

地域に根ざした地道な活動です。
●入会条件：商工会議所会員事業所で、
　年齢が 50 歳までの方。（男女は問いません）
●入会金：10,000 円　　●年会費：30,000 円

　「まちゼミ」は、新しい顧
客と出会い、個店の魅力を
知って、喜んでいただける事
業で、どんどん地域の活性化
に繋がっています。今年度よ
り阿南市内全域の店舗で実施
可能となりました。
　関心のある方は、お気軽に
お問合せください。

℡ 0884 -
22-2301

阿南商工会議所までお問合せ

８月開催予定

参加店舗募集!
第８回 阿南まちゼミ

商業活性化事業 「繁盛店づくり」研修会のご案内

申込締切

６/15
木

18:30～20：30
阿南商工会議所 3F6月22日

木

コンサルティング・パートナー

“AUBE”  志 賀 公 治 氏
講
師

専門家より商品の配置・陳列・接客等店舗改善の基本についてアドバイス
いただきます。あなたのお店も「個店の魅力」を高めましょう。
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阿南市富岡町あ王谷52の2  FAX.0884-22-5531 E-mail royal@a-rgh.co.jp

URL http://www.a-rgh.co.jp

0120-23-3838
阿南 ロイヤルガーデンホテル 検索

会席料理

4,400円コース5,500 6,600円コース円
コース

※料金はサービス料込・税抜き価格です。
※写真は6,000円コースの一例です。季節によって内容品数は変わる場合がございます。

心を込めて美味しい
ご法要料理をご用意いたします。

阿南市富岡町今福寺 61-1
（JR 阿南駅前）

9:30～18:00（日曜・祝日休業）
TEL（0884）23-3388
営業時間

８月限定
直行便フリースタイル

北海道
徳島空港より運行!!

　

剣
山
ス
ー
パ
ー
林
道
・
剣
山
ト
ン
ネ
ル
西
側
（
木
頭

側
）
広
場
に
設
置
さ
れ
て
い
る
源
流
碑
前
広
場
の
標
高
は

１
５
０
０
ｍ
を
超
え
て
い
る
の
で
、
私
た
ち
が
生
活
し
て

い
る
場
所
と
は
か
な
り
様
子
が
違
い
ま
す
。
昨
年
の
開
催

は
５
月
８
日
だ
っ
た
た
め
桜
が
満
開
、
今
年
の
４
月
22
日

㈯
は
午
前
に
雪
が
舞
う
寒
い
状
態
で
し
た
。
参
加
し
て
く

れ
た
の
は
、
上
流
か

ら
は
今
年
小
中
一
貫

校
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
木
頭
学
園
、
中

流
か
ら
は
相
生
小
学

校
、
下
流
か
ら
は
大

野
小
学
校
の
児
童
で

す
。
大
野
小
学
生
を

引
率
し
て
来
て
く
れ

た
谷
先
生
は
、
平
成

17
年
の
源
流
碑
除
幕

式
に
参
加
し
た
当
時

北
川
小
学
校
６
年
生

だ
っ
た
谷
篤
彦
君
の

成
長
し
た
姿
で
し
た
。

今
年
は
関
係
者
を
含

め
て
１
５
０
名
と
い

う
大
人
数
で
非
常
に

活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
神
事
と
し
て
、
小
藪
祭
主
さ
ん
に
よ
っ
て
源
流

碑
開
き
式
は
進
め
ら
れ
、
山
と
川
の
神
に
、
今
年
一
年
洪

水
や
渇
水
が
な
く
那
賀
川
流
域
が
無
災
害
か
つ
安
全
で
あ

る
こ
と
を
皆
さ
ん
で
祈
願
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
中
村
貴

志
会
長
は
じ
め
関
係
者
の
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

ゆ
る
キ
ャ
ラ
の
登
場
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
、〝
ゆ
ず

ば
あ
ち
ゃ
ん
〟
と
〝
あ
な
な
ん
〟
と
と
も
に
「
は
い
、ポ
ー

ズ
」
で
し
た
。
記
念
撮
影
後
、
特
設
の
交
流
会
場
に
移
っ

て
上
中
下
流
交
流
会
に

な
り
、
各
校
の
校
歌
や

学
校
紹
介
な
ら
び
に
研

究
発
表
の
場
に
な
り
ま

し
た
。
大
野
小
学
生
の

研
究
は
、
那
賀
川
下
流

の
流
路
変
遷
や
那
賀
川

が
抱
え
る
課
題
を
適
切

に
ま
と
め
て
い
て
非
常

に
立
派
で
し
た
。
そ
し

て
楽
し
い
お
弁
当
で
す
。

清
々
し
い
空
気
と
と
も

に
、
お
弁
当
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
本
日
い
た
だ
い
た
源
流
餅
を
頬
張
っ
て
い
る

顔
は
と
て
も
爽
や
か
で
し
た
。

　

さ
て
午
後
の
部
は
、
１
．
６
キ
ロ
歩
い
て
の
源
流
地
点

探
索
と
源
流
水
の
水
質
調
査
で
す
。
源
流
に
着
い
て
驚
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
沢
の
様
相
に
変
化
が
あ

り
、
対
岸
が
浸
食
さ
れ
て
い
た
の
で
す
。
昨
年
大
き
な
出

水
は
無
か
っ
た
は
ず
で
す
が
、
源
流
付
近
の
急
勾
配
の
地

形
に
お
け
る
流
れ
の
力
は
相
当
大
き
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

こ
れ
か
ら
も
注
視
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
さ
て

源
流
の
水
で
す
が
、
数
日
前
に
は
雨
が
降
っ
た
の
で
水
量

が
多
く
透
明
で
奇
麗
な
水
が
滾
々
と
湧
き
出
し
て
い
ま
し

た
。
こ
の
水
を
口
に
含
む
子
ど
も
や
大
人
も
た
く
さ
ん
で
、

あ
る
人
曰
く
「
こ
の
水
は
甘
い
」
と
。
私
の
鈍
感
な
舌
で

は
、
甘
さ
ま
で
は
分
か
ら
な
い
の
で
す
が
美
味
し
い
こ
と

は
実
感
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
前
回
に
も
紹
介
し
ま
し
た

よ
う
に
弱
ア
ル
カ
リ
性
で
す
か
ら
体
に
も
い
い
は
ず
で
す
。

ま
た
、
源
流
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
は
、
数
字
の
ゼ
ロ
と
水
滴

を
模
し
「
ゼ
ロ
（
源
流
）
か
ら
の
一
滴
」
を
表
現
し
た
も

の
で
あ
る
こ
と
も
説
明
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

さ
て
簡
易
水
質
調
査
で
す
が
、
参
加
者
が
多
く
源
流
地

点
で
は
行
う
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、

す
ぐ
近
く
の
広
い

場
所
で
行
い
ま
し

た
。
那
賀
川
河
川

事
務
所
の
方
に
指

導
し
て
も
ら
い
な

が
ら
Ｃ
Ｏ
Ｄ
（
生

物
化
学
的
酸
素
要

求
量
）
と
pH
の
水

質
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん

結
果
は
二
重
丸
で

す
。
そ
し
て
、
先

ほ
ど
説
明
し
た
よ

う
に
や
は
り
弱
ア
ル
カ
リ
性
で
し
た
。
那
賀
川
の
ｐ
Ｈ
は

源
流
か
ら
河
口
ま
で
ず
っ
と
8
ぐ
ら
い
と
い
う
不
思
議
な

川
で
す
。
那
賀
川
流
域
の
鹿
は
弱
ア
ル
カ
リ
性
の
水
を
飲

ん
で
い
る
の
で
、「
那
賀
川
の
鹿
肉
を
使
っ
た
ジ
ビ
エ
料

理
は
健
康
に
い
い
で
す
よ
」
と
言
っ
て
、
他
地
域
の
鹿
肉

と
の
違
い
を
Ｐ
Ｒ
し
て
ブ
ラ
ン
ド
化
で
き
な
い
で
し
ょ
う

か
ね
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
思
い
つ
つ
も
、
最
後
の
登
り

道
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
無
く
な
り
〝
老
い
る
シ
ョ
ッ
ク
〟
と

戦
い
な
が
ら
源
流
碑
前
広
場
ま
で
帰
り
ま
し
た
。
そ
し
て

解
散
で
す
。
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
で
し
た
。
参
加
者
・
関
係

者
の
皆
様
、
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
有
難
う
ご
ざ
い

ま
す
。

主
催
：
那
賀
川
ア
フ
タ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム

共
催
：
ゆ
き
か
う
那
賀
川
推
進
会
議
（
国
土
交
通
省
、
徳

島
県
、
阿
南
市
、
那
賀
町
ほ
か
）

協
賛
：
国
土
交
通
省
四
国
地
方
整
備
局
那
賀
川
河
川
事
務

所
、
阿
南
商
工
会
議
所
、
四
国
ク
リ
エ
イ
ト
協
会
、

四
国
の
川
を
考
え
る
会
、
北
越
紀
州
パ
レ
ッ
ト
㈱

ほ
か

交流会のようす

源流モニュメント下で湧き出す水に注目

源流碑の前で “ ゆずばあちゃん ”“ あななん ” と記念写真

89
シリーズ

水ものがたり
第 89 章

「
第
12
回 

那
賀
川

源
流
碑
開
き
」
開
催

～ 

那
賀
川
流
域
の
安
全
を
祈
願
し
、
上
下
流
域
の
交
流
促
進
を
図
る 

～

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校 

名
誉
教
授
　
湯
　
城
　
豊
　
勝
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今
年
度
よ
り
地
域
連
携
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
長
を
務
め
ま
す
。

阿
南
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
は
平
素
よ
り
、
本
校
の
教

育
・
研
究
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
戴
き
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
本
稿
で
は
平
成
26
年
度
開
設
の
阿
南
高
専
の
新
学
科
、

そ
し
て
28
年
度
に
本
校
の
教
育
研
究
の
指
針
と
し
て
定
め

た
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
構
想
に
つ
い
て
の
紹
介
を
い
た
し
ま
す
。
こ

の
新
学
科
と
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
構
想
は
本
校
の
教
育
と
研
究
活

動
の
将
来
構
想
と
し
て
の
指
針
で
あ
り
密
接
に
連
動
し
て
い

ま
す
。
そ
の
発
展
に
は
地
域
の
皆
さ
ま
、
及
び
阿
南
商
工

会
議
所
会
員
の
ご
理
解
と
ご
支
援
が
あ
っ
て
成
就
す
る
も
の

で
あ
る
と
の
本
校
の
思
い
が
あ
り
ま
す
。

　

新
学
科
で
あ
る
創
造
技
術
工
学
科
は
設
立
以
来
４
年
目

を
迎
え
、
最
上
学
年
は
４
年
生
と
な
り
、
本
格
的
な
専
門

分
野
の
学
修
と
研
究
が
始
ま
り
ま
し
た
。
新
学
科
は
旧
来

の
機
械
工
学
科
、
電
気
電
子
工
学
科
、
制
御
情
報
工
学

科
、
建
設
シ
ス
テ
ム
工
学
科
の
4
学
科
体
制
を
改
め
、
新

た
に
５
つ
の
コ
ー
ス
（
機
械
、
電
気
、
情
報
、
建
設
、
化

学
）
か
ら
な
る
創
造
技
術
工
学
科
の
1
学
科
と
し
ま
し

た
。
機
械
、
電
気
、
情
報
、
建
設
の
各
コ
ー
ス
は
旧
学
科

の
教
育
シ
ス
テ
ム
の
流
れ
を
汲
む
も
の
で
す
が
、
化
学

コ
ー
ス
は
全
く
新
た
な
専
門
分
野
で
す
。
化
学
コ
ー
ス
の

設
置
は
、「
光
の
ま
ち
阿
南
」
を
イ
メ
ー
ジ
と
す
る
材
料
・

化
学
工
学
に
関
す
る
知
識
と
技
術
を
修
得
し
て
材
料
開
発
、

化
学
薬
品
製
造
等
の
分
野
で
活
躍
で
き
る
エ
ン
ジ
ニ
ア
養

成
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。
設
置
申
請
の
際
に
は
阿
南
商

工
会
義
所
は
じ
め
県
下
他
方
面
か
ら
の
応
援
を
頂
き
ま
し

た
。
創
造
技
術
工
学
科
入
学
後
は
全
専
門
コ
ー
ス
の
概
論

を
学
び
、
専
門
コ
ー
ス
配
属
は
2
年
次
に
お
こ
な
い
ま

す
。
新
学
科
の
理
念
は
「
社
会
人
・
職
業
人
と
し
て
必
要

な
一
般
教
養
と
国
際
化
対
応
能
力
、
す
べ
て
の
も
の
づ
く

り
に
共
通
し
て
必
要
な
基
礎
的
技
術
・
知
識
と
情
報
処
理

能
力
を
備
え
た
人
材
、
さ
ら
に
は
、
自
ら
の
専
門
分
野
の

技
術
・
知
識
と
他
の
専
門
分
野
へ
の
興
味
と
技
術
獲
得
意

欲
を
有
し
つ
つ
、
幅
広
い
工
学
分
野
に
対
し
て
こ
れ
ら
の

技
術
・
知
識
、
並
び
に
継
続
し
た
学
習
意
欲
を
創
造
的
技

術
力
と
し
て
発
揮
で
き
る
人
材
を
養
成
す
る
」
と
定
義
し

ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
工
学
専
門
分
野
領
域
の
み

に
留
ま
ら
ず
、
他
分
野
領
域
へ
の
旺
盛
な
知
識
技
術
習
得

意
欲
を
持
っ
た
創
造
力
豊
か
な
技
術
者
養
成
を
目
指
し
て

い
ま
す
。
こ
の
創
造
技
術
者
を
養
成
す
る
た
め
の
具
体
的

な
重
要
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ひ
と
つ
が
創
造
技
術
工
学

科
4
年
生
全
員
に
必
修
科
目
と
し
て
課
し
て
い
る
「
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
で
す
。
こ
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
社

会
で
の
実
務
経
験
を
通
じ
て
社
会
人
や
職
業
人
と
し
て
の

自
覚
、
技
術
者
と
し
て
の
必
要
な
知
識
技
術
の
修
得
意
欲

意
識
、
さ
ら
に
は
「
も
の
づ
く
り
」
は
多
岐
の
分
野
技
術

で
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
、
固
定
概
念
に
囚
わ

れ
な
い
技
術
者
マ
イ
ン
ド
育
成
効
果
を
狙
っ
て
い
ま
す
。

　

最
近
の
社
会
、
そ
し
て
全
て
の
産
業
分
野
で
と
り
ま
く

環
境
が
大
き
く
、
そ
し
て
想
像
以
上
の
速
さ
で
変
わ
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
。
社
会
で
は
少
子
化
高
齢
化
に
伴
う
労
働

力
不
足
、
産
業
分
野
で
は
第
4
次
産
業
革
命
と
喧
伝
さ
れ

る
「
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）
革
命
」
が
あ
り
ま
す
。
産
業
革

命
は
単
な
る
過
去
の
産
業
技
術
の
交
代
で
は
な
く
、
新
た

な
核
心
技
術
が
も
た
ら
す
影
響
が
社
会
全
体
の
慣
習
や
伝

統
さ
ら
に
は
文
化
そ
の
も
の
を
変
え
る
だ
け
の
可
能
性
を

秘
め
て
い
ま
す
。
過
去
の
産
業
革
命
で
あ
っ
た
石
炭
蒸
気

機
関
に
よ
る
工
業
社
会
の
到
来
、
石
油
精
製
技
術
が
モ
ー

タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
量
消
費
社
会
、
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
出
現
が
知
的
生
産
活
動
か
ら
効
率
追
求
社
会
を
実
現
し

た
よ
う
に
、
こ
の
Ａ
Ｉ
が
も
た
ら
す
影
響
は
工
学
分
野
だ

け
に
留
ま
ら
ず
、
働
き
方
の
有
り
様
ま
で
含
む
社
会
シ
ス

テ
ム
ま
で
及
ぶ
予
感
が
し
ま
す
。

　

阿
南
高
専
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
構
想
は
、
本
校
を
地
域
と
の

研
究
技
術
交
流
の
場
と
し
て
新
産
業
創
出
、
地
域
貢
献
さ

ら
に
は
国
際
化
へ
の
展
開
に
向
け
た
取
り
組
み
を
地
域
と

共
に
推
進
し
て
い
く
も
の
で
、
そ
こ
で
は
本
校
5
年
生
、

専
攻
科
学
生
が
卒
業
研
究
や
特
別
研
究
を
通
し
て
地
域
が

も
つ
技
術
課
題
解
決
を
共
有
し
て
研
究
活
動
し
ま
す
。
本

校
は
阿
南
商
工
会
議
所
会
員
の
皆
様
か
ら
の
技
術
相
談
や

多
岐
に
わ
た
る
要
望
に
応
え
る
努
力
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
、

前
述
し
た
4
年
生
の
地
域
で
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
は
テ

ク
ノ
パ
ー
ク
構
想
実
現
の
前
段
階
と
な
る
も
の
で
、
1
週

間
程
度
の
職
業
実
務
体
験
の
中
か
ら
専
門
分
野
横
断
的
な

技
術
課
題
を
見
つ
け
だ
し
、
5
年
次
の
卒
業
研
究
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
さ
に
創
造
技
術
工
学
科
の
設
置

目
的
と
叶
う
も
の
で
あ
り
、
阿
南
商
工
会
議
所
会
員
の
皆

様
に
は
本
校
4
年
生
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
積
極
的
な

受
け
入
れ
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

　

テ
ク
ノ
パ
ー
ク
構
想
は
左
図
に
あ
る
よ
う
に
地
域
産
学

連
携
の
た
め
の
エ
リ
ア
を
設
け
て
い
ま
す
。
Ａ
Ｉ
技
術
習

得
と
ロ
ボ
ッ
テ
ィ
ク
ス
や
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
へ
の
展
開
す

る
「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
工
房
エ
リ
ア
」、
材
料
・
化
学
分

野
の
技
術
習
得
と
各
種
化
学
物
質
分
析
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
応
用
製

品
開
発
へ
と
展
開
す
る
「
マ
テ
リ
ア
ル
創
造
エ
リ
ア
」
の

他
、
阿
南
市
管
理
の
も
と
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
設
立
の
た
め
の

「
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
」
等
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
施
設
や
本
校
が
持
つ
研
究
活
動
資
産
を
有
効

に
利
用
し
、
こ
れ
か
ら
の
大
き
な
産
業
構
造
変
化
や
社
会

変
化
を
阿
南
高
専
と
阿
南
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ま
に
と
っ

て
共
に
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
捉
え
、
と
も
に
地
域
へ
の
貢
献

さ
ら
に
は
地
方
創
生
の
一
端
を
担
う
べ
く
努
力
で
き
る
こ

と
を
切
に
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
最
後
に
阿
南
商
工
会

議
所
会
員
の
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
今
後
と
も
阿
南
高
専
へ

の
さ
ら
な
る
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

機械実習工場
各コース実験室

材料工学棟
（50周年記念寄附資金）

メカトロニクス創造工房エリア
(地域産学連携）

化学実験室

インキュベーションセンター
(阿南市管理）

テクノセンター
専攻科

先端研究エリア

ベンチャー設立エリア

マテリアル創造工房エリア
(地域産学連携）

阿南高専研究・地域連携

阿南高専テクノパーク構想

徳島産学・地域連
携推進オフィス

阿
南
高
専
将
来
構
想
と

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校

副
校
長
、
地
域
連
携
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
長

岩
　
佐
　
健
　
司

トピックス
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阿南光のまちステーションプラザ

イ ベ ン ト 案 内

体験コーナー

展示コーナー

6月11日㈰　13：00～15：00　
男踊り・女踊りペアを作ります。

阿波踊り活竹人形作り 阿南市竹人形伝承会

●参加費：700円（ケース付）　●申込締切：6月9日㈮　●定員：10名　◎持参物：無し

6月24日㈯　13：00～15：00　
可愛いあじさいのプリザーブドを使って、
お部屋が香る消臭効果もあるサシェを作りませんか？

紫陽花ワックスサシェ作り 山田　未沙紀

●参加費：1,500円　●申込締切：6月23日㈮　●定員：5名　◎汚れてもいい服装 or エプロン

新 規 会 員
ごさん 介紹

H29. 3/1 〜 4/30

キルト・ソルト
理容室でも美容室でもない。キルト・ソルトです。
代表／長谷川　美和　【理・美容業】
阿南市上中町岡 238-1　☎ 0884-24-8368

AQUA STUDIO
御社のセンス、売上、お客様満足度を確実にUP!!
代表／野村　昌弘　【海水・魚水槽の設置、レンタル／メンテナンス】
阿南市福井町大西 185　☎ 090-3786-9074

※尚、上記掲載につきましては、加入の際に掲載承諾を頂いた事業所のみ、ご紹介しております。
当商工会議所では、組織基盤の強化を図るため会員の募集をしております。お知り合い、お取引
先などで未加入の事業所・団体がございましたら、是非この機会にご紹介頂けますようお願い申
し上げます。

June（ジューン）
アットホームで楽しく美味なお酒を !! 日本酒多種類 !
代表／浅尾　静香　【飲食業】
阿南市富岡町トノ町 66-8　☎ 080-6393-3137

目ざせ起業家

創業塾

各日 ① 18：30 〜 20：00 ／② 20：00 〜 21：30

５/29 月 １第 回 ５/30 火 ２第 回

6/13 火 ３第 回 6/28 水 ４第 回

6/29 木 ５第 回 7/11 火 ６第 回

６
日
間

開
催
日
程
12
講
座

受　講
対象者

創業・独立開業を目指すサラリーマン・OL・退職者・主婦・学
生の方、開業して間もない方・現在の経営を見直したい経営者や
後継者など。※基本的に全ての講座を受講できる方が対象。

申込
方法

FAX・郵送・
mail にて受講料 無料 募集

定員 30 名
※その他詳細につきましては、下記までお問い合わせ、

またはホームページをご覧ください。

阿南消費者協会だより

「お金が戻ってくるので
ATMに行くように」は詐欺です

● おかしいと思ったらすぐ相談

阿南市消費生活センター
TEL 0884-24-3251  9：30 ～ 16：30（月～金）

創作 Dining kitchen 灯り ～鉄板～
オシャレな雰囲気の中で、のべ牛をこの価格で…！
代表／前田　竜一　【飲食業】
阿南市富岡町今福寺 46-6 なんなんビル２F　☎ 0884-23-2343

●高齢者を狙った還付金詐欺のトラブルが後を絶ちません。
●「お金が戻ってくるので携帯電話を持ってＡＴＭへ行くよ

うに」と言われたら還付金詐欺です。行政や金融機関
の職員が還付金等の受け取りのためにＡＴＭの操作を行
うように連絡することは絶対にありません。

●「手続きは今日中」などとせかされても、慌てないこと
が大切です。周囲に相談するなど、冷静に対処しまし
ょう。一度お金を支払ってしまうと、取り戻すのは極め
て困難になります。

ひ
と
こ
と
助
言

夢に挑戦!
新たな一歩を踏み出そう!!

厚生労働大臣認可

阿南商工会議所労働保険事務組合に委託しませんか！？
～わずかな手数料で事務負担が軽減できます！～

労働者を１人でも雇用する事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）に入る義務があります。
労働保険の手続が煩わしいとか人手不足のため、事務処理に困っている事業主の方はおられませんか？
事務委託をされますと、事務負担の軽減ができるだけでなく、次のようなメリットがあります。

是非、この機会にご検討ください。

●事業主・家族従事者の労災保険への特別加入
●保険料の額に関わらず、３回に分割納付ができる

※詳しくは、阿南商工会議所労働保険事務組合 TEL22-2301へお問合せください。

６月1日 7月10日
木 月

平成 29 年度労働保険の年度更新手続きは、

平成 28 年度分の確定保険料と、平成 29 年度分の概算保険料の申告・納付手続きを
「労働保険確定・概算保険料申告書」により７月 10 日㈪までにお願いします。

▶︎ までです。

労働保険の年度更新のお知らせ

※詳しくは、徳島労働局 労働保険徴収室 TEL088-652-9143へお問合せください。

５月23日㈫～６月４日㈰　10：00～20：00
パワーストーンをモデルにして、パステル画を描きました。
自分なりの石のイメージで不思議な世界が出来上がりました。

石をモデルに 今津　　桃

展示数　約23点 ［初日（5/23）は12：00より、 最終日（6/4）は10：00～15：00］

6月20日㈫～7月2日㈰　10：00～20：00
四季の花々を心を込めて作りました。
是非ご覧ください。

パンフラワー さくらサークル　横手　啓子

展示数　約40点 ［初日（6/20）は12：00より、最終日（7/2）は10：00～15：00］

 6月6日㈫～6月18日㈰　10：00～20：00
毎日、私達が心を込めて制作している愛すべき作品をご覧ください。
羊毛フェルト、編み物、ポンポンほこり取り、つまみ細工などかわいい小物です。

大地阿南手芸展 障がい者地域生活自立支援センター
大地阿南

［初日（6/6）は12：00より、  最終日（6/18）は10：00～15：00］展示数　約50点

阿南商工会議所  中小企業相談所   創業支援担当 宛

（URL）http://www.anancci.or.jp
TEL 0884-22-2301   FAX 0884-23-5717

E-mail:anancci@anancci.or.jp

お申込み／お問い合せ
〒774-0030 徳島県阿南市富岡町今福寺 34-4

阿南光のまちステーションプラザ

☎0884-24-3141阿波踊り活竹人形作り
星形あんどん作り

常時開催中 お問合せ
お申込み


